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７
月
３
日
に
初
議
会
が
行
わ
れ
、
議
長
に
髙
橋
冠
治
議
員
、
副
議
長
に
齋
藤
武
議
員
を
選

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
、
新
し
い
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
議
会
の
活
性
化
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
議　
長

髙
橋　
冠
治

●
副
議
長

齋
藤　
　
武

●
議
会
選
出
監
査
委
員

土
門　
治
明

●
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

斎
藤
弥
志
夫

副
委
員
長

渋
谷　
　
敏

委　
員

土
門　
治
明

　
　
同

菅
原　
和
幸

　
　
同

那
須　
正
幸

　
　
同

今
野　
博
義

●
文
教
産
建
常
任
委
員
会

　
委
員
長

松
永　
裕
美

　
副
委
員
長

駒
井
江
美
子

　
委　
員

髙
橋　
冠
治

　
　
同

齋
藤　
　
武

　
　
同

佐
藤
俊
太
郎

　
　
同

本
間　
知
広

●
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長

那
須　
正
幸

　
副
委
員
長

今
野　
博
義

　
委　
員

菅
原　
和
幸

　
　
同

松
永　
裕
美

　
　
同

佐
藤
俊
太
郎

議
会
の
構
成

駒井　江美子
１ 番 議 員

議 員 紹 介

目指し 新体制決まる

佐藤　俊太郎
６ 番 議 員

議長に
髙橋　冠治

議 員

副議長に
齋藤　武

議 員
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●
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長

本
間　
知
広

　
副
委
員
長

駒
井
江
美
子

　
委　
員

斎
藤
弥
志
夫

　
　
同

土
門　
治
明

　
　
同

齋
藤　
　
武

　
　
同

渋
谷　
　
敏

各
種
委
員
会
委
員

●
都
市
計
画
審
議
会
委
員

髙
橋　
冠
治

斎
藤
弥
志
夫

●
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

本
間　
知
広

渋
谷　
　
敏

●
青
少
年
育
成
協
議
会
委
員

齋
藤　
　
武

今
野　
博
義

一
部
事
務
組
合
議
員

●
酒
田
地
区
広
域
行
政

　
　
　
　
　
　
組
合
議
員

佐
藤
俊
太
郎

那
須　
正
幸

●
庄
内
広
域
行
政

　
　
　
　
組
合
議
会
議
員

髙
橋　
冠
治

今野　博義
２ 番 議 員

目指し 新体制決まる信頼される
開かれた

議
会

本間　知広
４ 番 議 員

渋谷　敏
３ 番 議 員

那須　正幸
５ 番 議 員

松永　裕美
８ 番 議 員

土門　治明
10 番 議 員

菅原　和幸
９ 番 議 員

斎藤　弥志夫
11 番 議 員
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設置の目的
○ 自然環境保全と水資源涵養機能を保全するために採石事業の及ぼす影響の調査・

研究をするとともに、採石法等関連法令の改正を国に求めること。
○採石事業を巡る裁判等の情報収集と町民への情報提供。

委員会としての意見
　健全な水循環を保全することは、住民の生活、農業・漁業をはじめとする産業
育成に欠かせない。地下水及び湧水を「公共水」と位置づけることや、予防原則の
観点は重要なものである。
　遊佐町の健全な水循環を保全するための条例を、さらに先進的なものにするた
めには科学的な根拠が必要になる。継続的に科学的な調査をすることにより新た
な知見が得られれば、予防原則の補強にもつなが
る可能性がある。また、水循環保全計画の見直し
等にも寄与することになる。
　さらなる調査研究が確実に進むよう、町は十分
に配慮されたい。

鳥海山麓臂曲地区岩石採取に係る調査特別委員会

調査結果報告 5月31日
よ
り
よ
い
町
に

　
な
る
た
め
の
追
求

　
　
　
　
　
　
　
　【
特
別
委
員
会
報
告
】

報告書QRコード

調査の目的
　議会における事務効率向上による、議会の活性化を図るため、タブレット（情
報通信端末）を導入する。

達成されたこと
　１， 新庁舎開庁の3年９月より議会内会議共有システムを導入。会議資料やそ

の通知が、迅速かつ確実に伝達されている。
　２， 各種資料の事前送付により各議員の事前調査が可能になり、討議の活性化

につながっている。とともに、データベースへの情報の蓄積と検索の容易
さを認められた。

　３， 議会事務局の事務扱いでも、改善及び一定の効果を得た。

今後の課題
　タブレット端末を利用したウエブ会議での情報共有は、
災害等有事の際の情報共有に有効と考えられることから、
町執行部との早期の調整を図る必要がある。

議会の情報通信活性化に関する調査特別委員会

　
特
別
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
常
任
委
員
会
と
は
異
な
り
、
特
定
の
事
案
に
限
り
期
間
を
限
定
し
て
設
置

さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
と
同
様
に
、
議
会
閉
会
中
の
審
査
や
調
査
、
公
聴
会
、

参
考
人
聴
取
が
で
き
る
ほ
か
、
議
案
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

　
５
年
６
月
ま
で
の
任
期
中
は
、
事
案
ご
と
に
４
つ
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

改
選
前
に
議
長
へ
委
員
会
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
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調査の目的
　高速道路を活用し、次の世代にどのような形で地域活性化をもたらすこと
ができるか。町では「遊佐パーキングエリアタウン計画推進委員会」を設置し、
事業手法・整備計画の検討を重ね整備事業が進められている。
　議会として、より遊佐らしい「新・道の駅」とすべく調査の上、提言とする。

町に対する提言
　１，「新・道の駅」の運営事業者は町民の理解が必要
　　　 　町が建設、運営は公募により事業者が選定される。事業者が使い易い施設となるよう計画段階で

の事業者公募がなされることから、町民に理解される公募と選定を。
　２， 国と一体型整備による事業推進を
　　　 　「新・道の駅」の建設には多額の予算が必要となる。町民の負担とならぬよう、国との一体型整備

で財政確保に努められたい。
　３， 高速道・一般道利用者の利便性を重視
　　　 　高速道利用者および、災害時のエネルギーステーションとして、また「防災道の駅」も視野に入れ

た整備を。
　４， 町民の思いを託せる「道の駅」に
　　　 　町民が「新・道の駅」に対してどの様な夢や希望を持っているかを把握し多くの町民のための施設に。
　５， 観光・地域文化の発信拠点に
　　　 　「新・道の駅」はロケーションからも、新たな遊佐発信拠点として、交流人口・関係人口の拡大に

つながる活動を。

特別委員会 調査結果報告
遊佐パーキングエリアタウン整備に係る調査特別委員会

調査の目的
〇遊佐沖洋上風力発電事業計画に対する町民の意向や国、県及び参入事業者の動向を適時に把握する。
〇町民への情報提供と議会としての意思を明らかにするため発電計画の効果や課題を整理する。

委員会としての意見要旨
　◎ 異常気象が恒常化する中、東日本大震災の教訓を踏まえれば、再生可能エネルギーの必要性は衆目の

ほぼ一致するところである。
　◎ 洋上風力発電の遊佐部会や法定協議会で議論を積み重ねているが、町民及び、

漁業関係者等との合意が尊重されることが重要と考える。
　◎ 経済界からは事業の経済効果に強い期待が寄せられているが、一方では

事業に対しての町民議論の中には離岸距離や景観への影響に関心が高い。
　◎ この前例のない巨大プロジェクトは検討課題が多岐にわたることから、

委員会では様々な角度からの情報収集、意見交換を重ねてきたが、十分
とは言えない。法定協議会は、これからも継続される。議会改選後の継
続審議を求めたい。

遊佐町沖洋上風力発電事業計画に係る調査等特別委員会
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5月31日補正予算質疑
令和5年度

　光熱費等の高騰に影響を受ける中小企業者、生活弱者への支援や、
新規に事業拡張する企業への資金貸付による産業の活性化を含む
補正予算が審議された。

物価高騰支援
生活弱者や中小企業者に

総
　
務
　
課

空
家
解
体
撤
去
補
助
金

１
８
０
万
増

問　
空
家
の
状
況
を
見
れ
ば

今
後
も
申
込
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

答　

今
後
、
補
助
金
を
活
用

し
て
解
体
す
る
案
件
が
出
て

く
れ
ば
、
補
正
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

危
険
家
屋
の
解
体
助
成

問　
危
険
家
屋
は
、固
定
資

産
税
の
優
遇
措
置
を
見
直
し

て
も
い
い
の
で
は
。

（
赤
塚
英
一　
委
員
）

答　

管
理
不
十
分
の
家
屋
は

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
か

ら
外
す
よ
う
に
、
法
改
正
が

行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

企
　
画
　
課

地
域
み
ら
い
留
学 

　
　
　
３
６
５
事
業
は

問　
「
地
域
み
ら
い
留
学
３

６
５
事
業
」の
事
業
内
容
は
。

（
本
間
知
広
　
委
員
）

答　

高
校
２
年
生
の
１
年
間
、

県
外
か
ら
の
留
学
生
を
遊
佐

高
校
で
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

関
係
人
口
の
創
出
を
目
指
す

事
業
。

問　
留
学
生
は
何
名
を
想
定

し
、そ
の
宿
泊
先
は
ど
こ
に

す
る
予
定
か
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

５
年
度
生
徒
の
募
集
を

行
い
、
６
年
度
２
名
を
受
け

入
れ
る
計
画
。
既
存
の
自
然

体
験
型
留
学
生
の
寮
を
宿
泊

先
と
す
る
予
定
。

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

連
携
は

問　
日
本
海
き
ら
き
ら
羽
越

観
光
圏
と
の
連
動
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

（
赤
塚
英
一　
委
員
）

答　

き
ら
き
ら
羽
越
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情
報
は
県

か
ら
も
聞
い
て
い
る
が
、「
泊

ま
っ
て
も
ら
お
う
遊
佐
の
特

産
品
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
町

独
自
の
事
業
で
実
施
す
る
。

補正予算
ポイント

補正予算審査特別委員会
委 員 長　齋藤　　武
副委員長　本間　知広

新たな生徒寮

健
康
福
祉
課

物
価
高
対
策
支
援
の
申
請

問　
交
付
対
象
者
の
申
請
は
、

高
齢
者
等
に
特
段
の
配
慮
が

必
要
で
は
な
い
か
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

高
齢
の
対
象
者
の
申
請

に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
物
価
高
対
策

問　
対
象
２
ク
ラ
ブ
の
登
録

者
数
は
何
名
か
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

長
期
休
暇
時
の
利
用
を

含
め
た
登
録
者
数
は
、
ぽ
っ

か
ぽ
っ
か
ク
ラ
ブ
63
名
、
あ

そ
ぶ
塾
36
名
で
あ
る
。

産業振興　産業立地促進資金貸付金…… 1億6528万円
生活・環境　吹浦地区下水路の浚渫………… 100万円
福祉　重点支援地方交付金…………………… 7250万円
教育　放課後子ども教室に火災発生表示板… 120万円

空き家解体支援………………… 180万円

遊佐高校地域みらい留学365支援… 294万円
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教
　
育
　
課

空
き
校
舎
に
１
２
０
万
円

新
た
な
整
備
と
は

問　
閉
校
か
ら
２
ケ
月
し
か

経
過
し
て
い
な
い
。
そ
の
詳

細
は
。（

菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

こ
れ
ま
で
の
学
校
施
設

か
ら
利
用
形
態
が
変
更
に
な

る
こ
と
で
、
火
災
表
示
機
を

設
置
し
直
す
必
要
が
生
じ
た
。

問　
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ

の
火
災
表
示
機
設
置
と
は
。

（
阿
部
満
吉　
委
員
）

答　

旧
藤
崎
小
、
旧
高
瀬
小
、

旧
吹
浦
小
で
行
う
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
活
動
場
所
等
に
、

消
防
署
の
指
導
で
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
。

産
　
業
　
課

産
業
立
地
促
進
資
金
貸
付

１
億
６
千
万
円
は

問　
町
の
負
担
は
。
そ
の
事

業
の
内
容
は
。

（
阿
部
満
吉　
委
員
）

答　

企
業
が
金
融
機
関
か
ら

受
け
る
貸
付
金
額
の
３
分
の

１
を
原
資
と
し
て
支
援
を
行

う
も
の
。
預
託
な
の
で
町
の

負
担
は
な
い
。

問　
融
資
対
象
事
業
は
。
ま

た
、
貸
付
金
の
回
収
は
い
つ
か
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

遊
佐
町
工
業
団
地
で
工

場
を
稼
働
す
る
事
業
者
が
、

工
場
を
増
設
す
る
も
の
。
年

度
当
初
に
貸
付
け
た
貸
付
金

は
、
年
度
末
に
回
収
さ
れ
る
。

地
域
生
活
課

吹
浦
下
水
路
設
備

問　
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
内
容
は
。

（
那
須
正
幸　
委
員
）

答　

主
に
国
道
横
断
部
分
の

土
砂
浚
渫
、
雑
木
や
ゴ
ミ
を

撤
去
。
今
後
も
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
実
施
す
る
予
定
。

35
年
間
使
用
の
人
工
芝
生

問　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

遊
佐
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
芝
の
一

部
張
替
え
箇
所
と
面
積
は
。

（
那
須
正
幸　
委
員
）

答　

４
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
内
、
２
面
の
そ
れ
ぞ
れ

サ
ー
ブ
を
打
つ
と
こ
ろ
の
２

箇
所
の
張
替
え
で
、
面
積
は

合
計
26
㎡
で
あ
る
。　

サ
ン
・
ス
ポ
遊
佐
改
修
は

早
期
に

問　
遊
佐
中
生
徒
の
約
１
割

が
在
籍
す
る
テ
ニ
ス
部
。
部

活
動
に
影
響
は
な
か
っ
た
か
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

４
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
内
、
１
面
の
サ
ー
ブ
を
打

つ
と
こ
ろ
の
芝
の
損
傷
が
特

に
ひ
ど
く
、
３
面
を
活
用
し

部
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
改
修
の
恩
恵
は

問　
戸
籍
シ
ス
テ
ム
が
改
修

さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

答　

住
民
が
実
感
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
の
一
つ
に
、
本
籍
地

以
外
の
市
町
村
窓
口
で
戸
籍

証
明
書
等
を
受
け
取
れ
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。サン・スポーツランド

テニスコート

海につながる吹浦下水路

町
　
民
　
課

法
面
補
修
工
事
で
の 

　
　
　
立
木
補
償
と
は

問　
南
山
地
区
の
現
地
は
、

杉
と
孟
宗
竹
が
混
在
し
て
い

る
。
孟
宗
竹
も
、
立
木
補
償

の
対
象
か
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

工
事
用
道
路
の
借
地
部

分
の
立
木
補
償
で
、
国
の
基

準
に
準
じ
て
、
杉
は
１
本
ず

つ
、
竹
林
は
面
積
で
補
償
対

象
と
な
る
。



遊

佐

人

町議会の時間帯も書いてほしい。（蕨岡 Sさん）
Re：議会の進行予定は、直前の議会運営委員会で決定します。各まちセン・図書館に配布の他、ホームペー
ジにも掲載しますので、ご確認ください。

議
会
の
新
体
制
特
別
委
員
会
報
告

補
正
予
算
審
査

議
案
内
容
・
採
決

遊

佐

人
遊

佐

人

一
般
質
問

（ 8）令和5年7月1日

菅
原
　和
幸
議
員

○
遊
佐
町
農
業
持
続
可
能
な
地
域
計
画
を

松
永
　裕
美
議
員

○
中
学
校
で
の
エ
シ
カ
ル
教
育
の
提
案

那
須
　正
幸
議
員

○
「
通
い
の
場
」
は
介
護
予
防
の
拠
点

本
間
　知
広
議
員

○
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業
の
可
能
性
は

齋
藤
　武
議
員

○
役
場
職
員
の
確
保
ど
う
対
応

佐
藤
　光
保
議
員

○
遊
佐
町
環
境
基
本
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト

佐
藤
　俊
太
郎
議
員

○
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
運
用
状
況
は

町の行政全般にわたって、問題や課題を明らかにし、政策の改善や
新規の政策の採用を求めるために行います。
＊各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスしてください。

一般質問とは 一
般
質
問

町
の
事
業
と
課
題
を
問
う

7
議
員
登
壇

問
　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
代
わ
り
、

10
年
先
を
見
通
し
た
「
地
域
計
画
」
を

６
年
度
末
ま
で
に
策
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
地
権
者
、
各
農
業
団
体
が
連
携
し
進

め
る
こ
と
に
な
る
が
、
中
心
に
な
る
べ

き
は
、
町
職
員
で
あ
る
と
考
え
る
。

地
域
で
の
話
し
合
い
に
よ
る
地
域
計
画

　「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
農
業
を
ど
の
よ
う
に
維

持
・
発
展
し
て
い
く
か
を
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
て
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関

係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
行

く
。

農地集積計画と連携した土地改良事業
(高瀬・畑地区)

5月29日・30日

一
般
質
問
通
告
の
要
旨
（
通
告
順
）

遊佐町農業 持続可能な地域計画を

菅
すが

原
わら

和
かず

幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。

議
会
の
新
体
制
特
別
委
員
会
報
告

補
正
予
算
審
査

一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

遊

佐

人
遊

佐

人

遊佐町議会だより（ 9）
クイズの当選者として名前が載り大変迷惑しました。（西遊佐 Fさん）
Re：大変失礼しました。個人情報保護から、これからは当選者発表はしないで直接発送いたします。

問
　「
若
者
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
事
業
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。

少
子
化
の
影
響
で
不
足
し
て
い
る
若
者

の
定
住
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
に
ど
の
よ
う

な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
か
。

若
者
の
地
元
就
労
を
目
指
す

　若
者
の
地
元
就
労
に
つ
な
が
る
事

業
を
、
若
者
が
提
案
し
て
協
力
し
な
が

ら
実
現
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、

若
者
が
若
者
を
町
に
呼
ぶ
循
環
を
作
り

出
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
移
住

定
住
、
遊
佐
高
魅
力
化
事
業
と
連
携
す

る
。

＊各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスしてください。

ビジネス創出事業の可能性は

ワガゼミ
（若者による町づくりのワークショップ）

問
　
教
育
現
場
で
エ
シ
カ
ル
消
費
の
推

進
授
業
を
討
論
形
式
等
で
さ
ら
に
取
組

む
べ
き
で
は
。

対
話
と
自
己
決
定
に
重
点
を
置
く

　
自
分
で
課
題
を
発
見
し
、
情
報
の

収
集
・
分
析
を
行
い
、
意
見
交
換
や
討

論
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
進
め
て
い
く
、

対
話
と
自
己
決
定
に
重
点
を
置
い
た

「
探
究
型
学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

エ※

シ
カ
ル
消
費
も
課
題
の
１
つ
と
考
え

て
い
る
。

※
エ
シ
カ
ル
消
費
…
環
境
や
人
権
等
に
十
分

配
慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
・
購

入
す
る
こ
と
。

「通いの場」は介護予防の拠点

中学校でのエシカル教育の提案

「エシカル消費」を探究型学習でも

問
　
通
い
の
場
に
は
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
や
「
ま
ち
セ
ン
カ
フ
ェ
」
等
が

あ
る
。
参
加
者
も
高
齢
化
が
進
み
免
許

返
納
や
歩
く
こ
と
が
困
難
で
通
い
た
い

が
通
え
な
い
人
が
増
え
て
き
た
。
町
と

し
て
今
後
支
援
で
き
る
こ
と
と
対
策
は
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
の
推
進

　
住
民
主
体
の
通
い
の
場
を
利
用
す

る
際
の
移
動
支
援
は
、
介
護
保
険
制
度

上
の
訪※

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
な
ど
、
様
々

な
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
５
年
度
か
ら
介
護
タ
ク
シ
ー
券
を
16

枚
に
増
や
し
、
支
援
体
制
の
充
実
・
強

化
を
図
る
。

※
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
…
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
一
体
的
に
行
わ
れ

る
移
動
支
援
や
移
送
前
後
の
生
活
支
援
。

まちセンカフェ
（西遊佐まちセン）

松
まつ
永
なが
裕
ゆ
美
み

議員

質問者の動画が
見られます。

那
な
須
す
正
まさ
幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。

本
ほん
間
ま
知
とも
広
ひろ

議員

質問者の動画が
見られます。

（ 8）令和5年7月15日



遊

佐

人

議
会
の
新
体
制
特
別
委
員
会
報
告

補
正
予
算
審
査

一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

遊

佐

人
遊

佐

人

遊佐町議会だより（ 9）
クイズの当選者として名前が載り大変迷惑しました。（西遊佐 Fさん）
Re：大変失礼しました。個人情報保護から、これからは当選者発表はしないで直接発送いたします。

問
　「
若
者
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
事
業
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。

少
子
化
の
影
響
で
不
足
し
て
い
る
若
者

の
定
住
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
に
ど
の
よ
う

な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
か
。

若
者
の
地
元
就
労
を
目
指
す

　若
者
の
地
元
就
労
に
つ
な
が
る
事

業
を
、
若
者
が
提
案
し
て
協
力
し
な
が

ら
実
現
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、

若
者
が
若
者
を
町
に
呼
ぶ
循
環
を
作
り

出
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
移
住

定
住
、
遊
佐
高
魅
力
化
事
業
と
連
携
す

る
。

＊各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスしてください。

ビジネス創出事業の可能性は

ワガゼミ
（若者による町づくりのワークショップ）

問
　
教
育
現
場
で
エ
シ
カ
ル
消
費
の
推

進
授
業
を
討
論
形
式
等
で
さ
ら
に
取
組

む
べ
き
で
は
。

対
話
と
自
己
決
定
に
重
点
を
置
く

　
自
分
で
課
題
を
発
見
し
、
情
報
の

収
集
・
分
析
を
行
い
、
意
見
交
換
や
討

論
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
進
め
て
い
く
、

対
話
と
自
己
決
定
に
重
点
を
置
い
た

「
探
究
型
学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

エ※

シ
カ
ル
消
費
も
課
題
の
１
つ
と
考
え

て
い
る
。

※
エ
シ
カ
ル
消
費
…
環
境
や
人
権
等
に
十
分

配
慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
・
購

入
す
る
こ
と
。

「通いの場」は介護予防の拠点

中学校でのエシカル教育の提案

「エシカル消費」を探究型学習でも

問
　
通
い
の
場
に
は
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
や
「
ま
ち
セ
ン
カ
フ
ェ
」
等
が

あ
る
。
参
加
者
も
高
齢
化
が
進
み
免
許

返
納
や
歩
く
こ
と
が
困
難
で
通
い
た
い

が
通
え
な
い
人
が
増
え
て
き
た
。
町
と

し
て
今
後
支
援
で
き
る
こ
と
と
対
策
は
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
の
推
進

　
住
民
主
体
の
通
い
の
場
を
利
用
す

る
際
の
移
動
支
援
は
、
介
護
保
険
制
度

上
の
訪※

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
な
ど
、
様
々

な
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
５
年
度
か
ら
介
護
タ
ク
シ
ー
券
を
16

枚
に
増
や
し
、
支
援
体
制
の
充
実
・
強

化
を
図
る
。

※
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
…
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
一
体
的
に
行
わ
れ

る
移
動
支
援
や
移
送
前
後
の
生
活
支
援
。

まちセンカフェ
（西遊佐まちセン）

松
まつ
永
なが
裕
ゆ
美
み

議員

質問者の動画が
見られます。

那
な
須
す
正
まさ
幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。

本
ほん
間
ま
知
とも
広
ひろ

議員

質問者の動画が
見られます。

遊佐町議会だより（ 9）



遊

佐

人

議
会
の
新
体
制
特
別
委
員
会
報
告

補
正
予
算
審
査

議
案
内
容
・
採
決

遊

佐

人
遊

佐

人

一
般
質
問

（ 10 ）令和5年7月1日
空き校舎の活用を。もっと若い人たちでにぎわってほしい。（稲川 Sさん、高瀬 Sさん）
Re：保育園やまちづくりセンターとのタイアップなど、コロナ禍が落ち着いたら何かできそうですね。

問
　
春
の
役
場
職
員
人
事
異
動
で
は
、

新
規
採
用
が
３
名
で
、
退
職
者
を
大
き

く
下
回
っ
た
。
管
理
職
の
兼
職
も
発
生

し
て
い
る
。
人
手
不
足
が
う
か
が
え
る

が
、
採
用
試
験
受
験
資
格
見
直
し
な
ど

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

住
所
要
件
を
見
直
す

9
月
採
用
の
た
め
の
試
験
を
6
月

に
実
施
予
定
。
今
回
の
採
用
試
験
の
受

験
資
格
か
ら
、
住
所
要
件
を
無
く
し
、

よ
り
多
く
の
方
が
受
験
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

問
　
設
置
場
所
を
明
示
す
る
こ
と
で
、

防
犯
効
果
が
高
ま
る
と
思
う
。
設
置
場

所
と
設
置
数
は
。
各
公
園
に
増
設
の
予

定
は
あ
る
か
。

必
要
な
場
所
に
は
設
置
を

町
が
管
理
し
て
い
る
施
設
で
は
、

8
施
設
、
32
台
設
置
し
て
い
る
。
現
在
、

増
設
の
予
定
は
な
い
が
、
必
要
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

＊各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスしてください。

防犯カメラの設置運用状況は

役場職員の確保 どう対応

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
の
「
町
民
の
思

い
出
の
場
所
、
大
切
に
し
た
い
と
こ
ろ

は
ど
こ
か
。」
の
問
い
で
多
か
っ
た
回

答
は
何
か
。

「
鳥
海
山
」、「
海
」
の
順
で

　
こ
の
問
い
は
、
第
３
次
遊
佐
町
環

境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
実
施
し

た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
中
「
町
の
環
境
に

つ
い
て
」
の
問
い
の
一
つ
で
、
最
も
多

か
っ
た
の
が
「
鳥
海
山
」、
次
い
で

「
海
」「
丸
池
様
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ

た
。

遊佐町環境基本計画アンケート

遊佐町環境基本計画

町役場職員の安定的確保を

中央公園の防犯カメラ

佐
さ

藤
とう

光
みつ

保
やす

議員

質問者の動画が
見られます。

齋
さい

藤
とう

　　武
たけし

議員

質問者の動画が
見られます。

佐
さ

藤
とう

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

質問者の動画が
見られます。

（ 10 ）令和5年7月15日
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遊佐町議会だより（ 11）

議案番号 議　案　名 内　　容

議 38号 令和 4 年度遊佐町一般会計補正予算（第11号）の専
決処分の承認について

地方贈与税の確定に伴い、一般会計に繰入れる
ための専決処分

議 39 号 令和 4 年度遊佐町一般会計補正予算（第12号）の専
決処分の承認について

年度末にあたり、次年度に繰り越すための専決
処分

議 40 号 令和 4 年度遊佐町介護保険特別会計補正予算（第 4号）
の専決処分の承認について

一般会計からの繰入、保険給付金の補正に伴う
専決処分

議 41号 遊佐町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認
について

地方税法の一部改正により、遊佐町税条例を改
正する必要があるための専決処分

議 42号 遊佐町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専
決処分の承認について

地方税法の一部改正により、遊佐町国民健康保
険税条例を改正する必要があるための専決処分

議 43号 遊佐町都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処
分の承認について

地方税法の一部改正により、遊佐町都市計画税
条例を改正する必要があるための専決処分

議 44号
遊佐町過疎地域の持続的発展の支援に関する固定資産
税課税免除条例の一部を改正する条例の専決処分の承
認について

租税特別措置法の一部改正に、固定資産税免除
条例の一部改正の専決処分

議 45号 令和 5 年度遊佐町一般会計補正予算（第1号） コロナワクチンを追加接種するための補正

〈傍聴者　0人〉

4月臨時会【4月13日】の議案内容 （専決処分７件他、１件）

賛否が分かれた議案　　○賛成　×反対　議長（土門治明）は採決に加わらない

５月定例会

上　程　議　案

本
間　
知
広

那
須　
正
幸

佐
藤
俊
太
郎

佐
藤　
光
保

齋
藤　
　
武

松
永　
裕
美

菅
原　
和
幸

赤
塚　
英
一

阿
部　
満
吉

髙
橋　
冠
治

斎
藤
弥
志
夫

土
門　
治
明

議決結果
（賛成：反対）

議 48 号 遊佐町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（10：1）

発議2号 臂曲地区採石地の早期の緑化指導
を求める要望書の提出について ◯ × × × × × ◯ ◯ × ◯ × ― 否決（4：7）

発議3号 遊佐町沖洋上風力発電事業への情報
の提示を求める要望書の提出について ◯ × × × × × ◯ ◯ × × × ― 否決（3：8）

議案番号 議　案　名 内　　容

議 46号 令和 5 年度遊佐町一般会計補正予算（第 2号） アフターコロナを見据えた一般会計の補正。P6
～7に関連記事

議 47号 遊佐町税条例の一部を改正する条例の制定について 地方税法の改正に伴い、森林環境税徴収規定を
整備するもの

議 48号 遊佐町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について

国民健康保険会計の健全化のための保険税値上
げ改正（詳細は町広報に記載）

議 49 号 遊佐町西浜コテージ村の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 繁忙期のテント使用料金を値上げするもの

議 50 号 令和5年度橋梁長寿命化修繕計画事業広畑橋架替に伴
う道路改良工事請負契約の締結について

北目地内、広畑橋の取り付け道路請負工事契約を
9020万円とするもの。工期は 5年12月20日

議 51号 遊佐町ゼロカーボンシティ宣言の同意について 世界的な取り組みの「ゼロカーボン」に向け、町
として全力で取り組む決意を示すもの

発議 2号 臂曲地区採石地の早期の緑化指導を求める要望書の提
出について P12に関連記事

発議 3号 遊佐町沖洋上風力発電事業への情報の提示を求める要
望書の提出について P12に関連記事

〈傍聴者　のべ8人〉

5月定例会の議案内容 （一般会計補正予算他、7件）

～採決状況～
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（ 12 ）令和5年7月15日

反対反対反対反対
討論討論討論討論

賛成賛成
討論討論

賛成賛成
討論討論

　

５
月
定
例
会
の
最
終
日
（
５
月
31
日
）、
補
正
予
算
な
ど
８
件
の
採
決
の
う
ち
遊
佐
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
（
議
第
48
号
）、
遊
佐
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
の
同
意
（
議
第
51
号
）、臂
曲
地
区
採
石
地
の
早
期
緑
化
指
導
を
求
め
る
要
望
書
（
発

議
第
２
号
）
を
巡
っ
て
賛
成
・
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
論
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
議
案

    

賛
成
・
反
対
討
論

白熱
議第48号
遊佐町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定
　この物価高騰が続く中で、今以上に町民の負担を増やすべきで
はない。
　今回の国民健康保険料の引上げが、これからの各種社会保障負
担増のいわゆる「蟻の一穴」になることを怖れるものである。

（佐藤　光保　議員）

議第51号
遊佐町ゼロカーボンシティ宣言の同意
　地域や地球の未来が抱える深刻な課題に対峙し、立ち向かって
いくのは、大人になった「今の子どもたち」である。地球の温暖化
を立ち止まらせることが、今の私達に課される責務と考える。
　平成28年発効の「パリ協定」が、カーボンニュートラル社会への
発端であるが、町は25年策定の「遊佐町環境基本計画」に“低炭素社
会に取り組む”としていた。
　宣言後に、迅速に政策を展開することに期待する。

（菅原　和幸　議員）

発議第2号
臂曲地区採石地の早期の緑化指導を
求める要望書
　臂曲地区での採石は、平成25年7月に、事業申請者と町長が協
定を締結しており、3条に「速やかに緑化を行うこと」と明記されて
いる。
　発議の願意は、「採石地の早期緑化を事業者に対し指導すること
を、県に求めるもの」である。協定では、庄内総合支庁長が立ち会
いしており、県は指導する立場にあると認識する。要望書の提出は、
令和3年3月発生の、西遊佐地区の飛砂防備保安林の伐採での植栽
にも、つながるものと考える。

（菅原　和幸　議員）

臂曲採石跡の緑化、洋上風力発電 ２件の動議を審議　採決では否決

●臂曲地区採石跡地の早期の緑化指導を求める要望書
●遊佐町沖洋上風力発電事業への情報の提示を求める要望書

　5月議会の最終日、臂曲地区岩石採取特別委員会・洋上風力特別委員会の報告がなされた後に、議会
の直接行動として意見書の提出を求め、赤塚英一議員が動議として提案しました。
　動議とは、議事日程になくても議会の意思決定を求めて議員が提出でき、1名以上の賛成者があれば
議題として成立し審議・採決されます。

　以上2件を採択するか審議しましたが、その趣旨は理解できるものの、意見書の内容が準備不十分であり、
このまま提出することは議会として適切でないと判断し、どちらも否決の結果となりました。



1414

議
会
の
新
体
制
特
別
委
員
会
報
告

補
正
予
算
審
査

一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

遊

佐

人
遊

佐
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遊佐町議会だより（ 13）

集
団
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を

　
　
　
味
わ
っ
て
ほ
し
い

藤
崎
保
育
園
に
入
園
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、
藤
崎

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
む
子
ど
も
た

ち
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
の
集
落
に
住
む
子
ど
も
た

ち
は
２
割
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
、

一
人
ひ
と
り
育
っ
て
き
た
環
境
や

性
格
、成
長
が
異
な
り
ま
す
。「
み

ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」
を

大
事
に
考
え
、
集
団
で
遊
ぶ
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

５
年
４
月
は
78
名
で
ス
タ
ー
ト

し
、
年
度
末
に
は
87
名
の
見
込
み

で
、
近
年
で
最
多
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
だ
け
の

お
泊
り
保
育「
し
ら
い
自
然
館
」

　

年
長
さ
ん
の
楽
し
み
は
、
子
ど

も
た
ち
と
先
生
た
ち
だ
け
で
行
く

お
泊
り
保
育
。

　

両
親
か
ら
離
れ
て
友
達
と
す
ご

す
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
ハ
ッ

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
観
察
や
き
も
だ

め
し
と
花
火
。
み
ん
な
で
大
き
な

お
風
呂
に
入
っ
て
背
中
の
流
し
っ

こ
な
ど
思
い
っ
き
り
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

園
児
た
ち
の
お
気
に
入
り

自
由
表
現
ブ
ロ
ッ
ク

　

コ
ロ
ナ
禍
で
遊
び
方
を
考
慮
し

た
う
え
で「
自
由
表
現
ブ
ロ
ッ
ク
」

を
導
入
。
い
ろ
い
ろ
な
物
を
工
夫

し
て
作
る
の
に
は
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

見
本
の
カ
タ
ロ
グ
を
細
部
に
わ

た
り
忠
実
に
作
る
子
や
、
独
創
的

に
作
る
子
な
ど
個
性
が
見
ら
れ
ま

す
。

地
域
の
中
核
に

　
　
　
　
藤
崎
保
育
園

藤
崎
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、

小
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
寂
し
さ

を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
園
で

は
、
か
わ
い
い
園
児
た
ち
の
交
流

と
し
て
、
花
壇
へ
の
花
植
え
や
、

笹
巻
き
作
り
な
ど
多
彩
な
行
事
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ

り
な
が
ら
、
畑
仕
事
の
手
伝
い
な

ど
農
業
体
験
を
あ
ま
り
経
験
し
て

い
な
い
姿
が
見
ら
れ
、
都
市
部
と

変
わ
ら
な
い
現
代
っ
子
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
少
し
残
念
に

思
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
１
年
生

　
　
　
今
が
成
長
の
時

年
長
さ
ん
は
１
年
生
に
な
る
こ

と
に
大
き
な
憧
れ
を
も
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
１
年
間
で
す
ご
い
勢

い
で
成
長
す
る
子
ど
も
が
多
く
い

ま
す
。
保
育
園
の
先
生
た
ち
は
子

ど
も
た
ち
の
個
性
を
見
極
め
て
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
最
適
な
か

か
わ
り
方
や
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
重
要
視
し
て
い
る
こ
と

は
、
保
育
園
と
い
う
共
同
生
活
の

中
で
、
先
生
の
話
を
よ
く
聴
い
て

行
動
で
き
る
力
を
養
う
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

議
会
に

　
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

人
的
環
境
面
で
、
入
園
児
に
応

じ
た
職
員
の
配
置
に
と
て
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

園
内
の
あ
ち
こ
ち
で
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
な
時
期
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
施

設
面
の
環
境
整
備
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

み
ん
な
ち
が
っ
て

　
　
　
　
　

み
ん
な
い
い

藤
崎
保
育
園

　

子
ど
も
た
ち
は
遊
佐
の
宝
。
子
ど
も
た
ち
を
育
む
保
育
園
２
回
目
は
、

園
児
が
最
多
の
藤
崎
保
育
園
、諏
訪
部
園
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

わくわくお泊り保育

表現ブロックは人気

元気いっぱい運動会
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（ 14 ）令和5年7月15日

９月 5 日（火） 本会議・一般質問
９月 6 日（水） 一般質問
９月 7 日（木） 常任委員会
９月 8 日（金） 補正予算特別委員会
９月11日（月） 常任委員会
９月12日（火） 常任委員会
９月14日（木） 決算特別委員会
９月15日（金） 決算特別委員会・本会議

令
和

５
年

7月
15日

　
第

161号
　

発
行

／
遊

佐
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
〒

999-8301　
山

形
県

飽
海

郡
遊

佐
町

遊
佐

字
舞

鶴
202　

☎（
0234）72-5889　

印
刷

／
鶴

岡
印

刷
株

式
会

社
 酒

田
印

刷

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

︵
例　

①
Ａ　

②
Ｂ　

③
Ｃ
︶

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
集
落

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様

に
米
～
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
お
買
い
物
券
１
０
０
０
円

分
を
、
お
届
け
し
ま
す
。
ご

応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人

情
報
は
、
こ
の
議
会
ク
イ
ズ

以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。
町
広
報
に
折
込
み
の

ハ
ガ
キ
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

★

ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の

ほ
か
議
会
へ
の
ご
要
望
、
ご

意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
大
歓

迎
で
す
。

　
　
　
　
　

★

　

あ
て
先
／
₉₉₉
︱
８
３
０
１

　
　

遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
₂₀₂

　
　

役
場
内　

議
会
事
務
局

　
　

締
め
切
り
８
月
31
日

　
　

発
表
は
次
号
で
す
。

　

令
和
５
年
５
月
１
日
１
６

０
号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
38

名
の
方
の
応
募
が
あ
り
、
38

名
の
方
が
正
解
で
し
た
。

答
え　
①
Ｂ　

②
Ｃ　

③
Ａ

今
回
よ
り
当
選
者
の
発
表

は
、
商
品
券
の
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
題　

①
新
小
学
校
５
年
生
の
人
数

は
。

Ａ　

72
名

Ｂ　

76
名

Ｃ　

79
名

②
町
で
管
理
し
て
い
る
防
犯

カ
メ
ラ
の
台
数
は
。

Ａ　

22
台

Ｂ　

32
台

Ｃ　

42
台

③
藤
崎
保
育
園
お
泊
り
保
育

で
観
察
す
る
の
は
。

Ａ　

ロ
ク
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

Ｂ　

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

Ｃ　

ナ
ナ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

議
会
ク
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　遊佐町議会は、年間4回の定例議会が開催
されます。
　９月定例会は、本会議と補正予算審査特
別委員会が議場で行われます。
　ぜひ一度、傍聴してみませんか？

議会を傍聴してみませんか
9月定例会のご案内

9月定例会の予定

編

室
集

よ
り

　

春
の
田
ん
ぼ
の
土
は
と
て
も
冷
た
く
て

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
感
触
。

　

統
合
に
よ
り
３
ク
ラ
ス
79
名
と
な
っ
た

新
５
年
生
が
、
５
月
27
日
に
「
は
え
ぬ
き
」

の
田
植
え
を
行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
３

倍
に
な
っ
た
こ
と
で
１
時
間
も
か
か
ら
ず

に
田
植
え
は
終
了
。
秋
の
収
穫
が
楽
し
み

だ
。

　

た
だ
、
学
校
田
は
校
舎
か
ら
遠
く
そ
の

生
長
を
間
近
で
見
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

近
く
に
あ
れ
ば
稲
の
花
を
観
察
で
き
る
し
、

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
も
楽
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

表
紙
の
写
真

は
じ
め
て
の
田
植
え

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらか
じめ議会事務局（☎72－5889）にご確認ください。

編
集
部
が
か
わ
り
ま
す

　

今
期
の
議
会
だ
よ
り
は
、
文
章
を
短

文
に
す
る
よ
う
心
が
け
、
な
お
か
つ
分

か
り
や
す
く
、
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
議
会
ク
イ
ズ
の
回
答
ハ

ガ
キ
に
添
え
ら
れ
た
皆
様
の
声
に
励
ま

さ
れ
て
の
４
年
間
で
し
た
。
そ
の
中
か

ら
こ
れ
は
お
返
事
を
、
と
思
う
投
稿
に

は
議
会
だ
よ
り
の
欄
外
に
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。

　

５
年
は
遊
佐
町
議
会
議
員
の
改
選
の

年
で
す
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ

れ
る
頃
に
は
新
し
い
顔
ぶ
れ
も
決
ま
り
、

新
た
な
広
報
委
員
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

が
編
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
ご
愛
読
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
阿
部　

満
吉
）

　
　
　
　
発
　
行
　
人

　

議　
　

長　

土
門　

治
明

　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

阿
部　

満
吉

　

副
委
員
長　

佐
藤
俊
太
郎

　

委　
　

員　

斎
藤
弥
志
夫

　

委　
　

員　

齋
藤　
　

武

　

委　
　

員　

那
須　

正
幸

　

委　
　

員　

本
間　

知
広

▶
正
解
ハ
ガ
キ
の
抽
選


